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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つまり、通常だと、▼糖分をとると小腸で早い段階で吸収されて血糖値もこのようにあがりますが、▼αグルコシダーゼ阻害薬を飲むと、ブドウ糖の吸収がゆっくりになるので、食後の血糖値が急に上がるのを抑えます。これはゆっくり食べるのと同じような働きをするお薬といえます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
▼αグルコシダーゼ阻害薬を飲むと、▼小腸で2糖類からブドウ糖に消化するαグルコシダーゼをブロックして、消化をゆっくりにするので、▼食事中の糖分がブドウ糖に分解されるのを遅らせます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで、DPP-4阻害薬を使用すると、このはさみのDPP-4をブロックするので、インクレチンが壊されず、インクレチンは膵臓にたくさん働いてインスリンを多く出すことができ、結果血糖値を下げることができるのです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずシックディというのは、糖尿病の方が体調が悪かったりする時のことを言います。
シックディ時、つまり風邪や腹痛、下痢などの時は、血糖値が上がりやすくなります。これは病気によるストレスを克服しようと、様々なホルモンが作用する中でインスリンの分泌も抑制されるため、インスリン作用不足がより進んで、血糖値が上昇してしまうためです。
しかし体調が悪いと、食欲も落ちていることがあり、血糖値が下がる一面もあります。
そのためシックディ時は、血糖が上がったり下がったりと不安定な状態になっています。シックデイで食事困難なときや脱水のときにメトグルコ錠を服用すると乳酸アシドーシスになる可能性が高くなるので、服用しないようにしましょう。
シックディ時は、少し高めの血糖でも気にせずに原因の病気、怪我を治すこと、体調を整えることに専念しましょう。また水分をしっかりとることも大事です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この薬の作用イメージを図で表すとこのようになります。
先程もお話したように、糖尿病でない方は腎臓で糖は再吸収されて尿の中には糖は出てきません。糖尿病患者さんでは、大部分の糖は再吸収されるものの、再吸収しきれず、一部の糖は尿の中に混じってきます。ところがこのお薬を飲むと、この糖の再吸収をブロックするために、尿中にたくさんの再吸収されない糖がでてきます。つまり、糖を尿と一緒に外に出すことができます。結果、血液中の糖の量が減り、血糖値が下がるのです。
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